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パネルディスカッション
～中堅・中小企業と教授・名誉教授との新たな連携～
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〈社団法人 生産技術振興協会　理事長／野村正勝〉

　本日は100名の方に集まっていただきました。本当にありがとうございます。
これから始めるパネルディスカッションは非常に大切だと思っております。生産
技術振興協会は昭和24年1月に大阪大学の先生方と関西の企業の有志の方々によ
る社団法人として発足しました。以来62年の歴史を持ちますが、平成16年 4月
に大阪大学が独立法人となり、生産技術振興協会もこれまでの事業形態ではとて
もやっていけなくなりました。そこで有志の方々にも入ってもらいテクノアライ
アンス分野についての案を練っていただき、このようなフレンドシップサロンを
設置し、すでに第1回を開催、今回はその第2回を開催させていただきました。
先ほどの講演では、中許様、太和田先生、伊藤先生、奥山先生から貴重なお話を
していただき、最後に中村様からは、ナノ技術が今後のビジネスには絶対必要だ
という素晴らしいお話を聞くことができました。これらの講演に本日のエッセン
スが凝縮していると思いますが、今からは会場の皆様にも大いにご意見をいただ
きながら、実りあるパネルディスカッションになることを期待して、私の挨拶に
変えさせていただきます。どうもありがとうございました。

特 集 １



－26－

●計測技術を容易に導入するには

生駒：先生方の講演を聞く中で、私自身にもナノ
の世界が近づいてきたような気になりました。パネ
ルディスカッションでは先生方からの発言だけでな
く、後半には会場の皆さんとの意見交換も行いたい
と思っています。また、皆さんの企業の製品やサー
ビスのPRについては、この後の交流会の席で名刺
交換をなさって、更なる活性化につなげていただき
たいと思います。まず1つ目の話題提供をさせてい
ただきます。中堅・中小企業の現場で、計測技術を
容易に導入するために方策について、パネラーの先
生方に答えていただきます。
中村：当社には計測技術がありませんが、世の中
には企業を含め装置を持っている所があるわけで、
そことジョイントを組むことが大切だと思います。
計測するとして写真1枚1万円程度が必要だと言わ
れ、計測箇所をこちらから指定しなければならない。
そんな状況の中でナノの計測は難しい。装置を持っ
ている人とのネットワークが大事であり、例えばパ
ネラーの先生方にできるだけ近づいて、その辺りを
教えていただくのもよいかと思います。こうしたら
こうなるのではないかと自らイメージを描いてから、
話を持ち込むことも必要だと思います。
中許：当研究所では大型顕微鏡など、いろんな計
測装置があります。使い方を含めて一緒に受託研究
という形で実施しています。ノウハウもあるため、
どんなサンプルが必要なのかを含めて相談いただけ
れば対応します。当初私共も、顕微鏡によるサンプ
リングのノウハウが乏しかったため、他の研究機関
とコラボをしながら学び取ってきました。ノウハウ
の蓄積も重要になってきます。
太和田：新しい分野の研究を私達はどうしている
かといえば、大阪大学にテクノアライアンス棟がで
きたので、そこを利用するようにしています。イン
ダストリー・オン・キャンパスといって産学連携の
研究施設で、一般企業も利用できます。ほとんど全
ての大学の設備が使用できると思います。
伊藤：私共のセンターでは人材育成の1つのコース
として、計測技術で顕微鏡を中心に、何ができて、
どんなことを測ることができるのか、形だけでなく
材料の機能までも知っていただくことにしています。
感覚をつかんだ上で、次の段階として実際に試料を
持ち込み、我々と一緒になって計測することができ

ます。先日も教育コースを受講された企業の方々が
来られ、共同作業をしました。
奥山：ナノテク分野の計測・分析・評価では、多
種多様な分析装置があります。大学や研究所に持ち
込む際には、大学等とのコネクションを活用し、何
をしたいのかのポイントを事前に絞り込んで臨むこ
とが大事だと思います。
中村：企業側が装置を持つ大学の学生を社員に迎
え入れたら、話が早いように思います。卒業生とし
て彼はその装置を使いに行くでしょう。あまり難し
く考えないほうがよいのかもしれません。装置の機
能を把握した上で、的を絞り込むことも大事です。
それは勉強あるのみだと思います。

●企業と大学　フレンドシップをどうとるのか

生駒：企業の皆さんと先生方の間に、まだまだ距
離感があるように感じます。先生方とうまくフレン
ドシップをとるにはどうしたらよいのかを、次のテ
ーマとさせていただきます。
奥山：まずは相手先に興味を持たせることが必要
だと思います。大学側は、新しいことには興味を抱
きます。一方で大学側は、研究資金として官公庁や
外部機関の助成金が活用できるのなら喜ばしいこと
であり、そうしたサポートシステムを使うことで企
業も大学もWin-Win の関係になるのではないかと
思います。また、ドクターコースの学生をアルバイ
トとして雇う制度もあります。ドクターの学生が求
めた技術が社会に迎えられるようにしたいと、大学
側も考えています。
伊藤：企業のニーズと大学のシーズがお互いに分
かっていれば、組み合わせればよいわけです。しか
し企業のニーズはたくさんあって、一方で大学も中
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身が見えにくいということもあろうかと思います。
例えば私共の人材育成プログラムでは、年間30く
らいの話題が出てきます。その中でニーズを見つけ
てもらえば、私共のほうから先生方を紹介させてい
ただきます。できれば1社だけでなく、数社と組む
ことが重要な視点になるのではないでしょうか。
生駒：企業のニーズと大学にシーズとのマッチン
グを精査する、事前調査が大事ということですね。
生産技術振興協会の役割として、大学のシーズを説
明できると思っていますので、企業の方々はぜひ利
用していただきたいと思います。
太和田：JST（科学技術振興機構）が、各大学の技
術シーズを紹介する説明会を開催しています。そう
したアプローチがベターだろうと思います。大学も
研究費が絞られているので、意図に合った資金支援
があればやっていただけると思います。水平のアラ
イアンスでは知財問題もあってなかなか難しいため、
垂直方向のアライアンスは互いに興味があるところ
で、うまくいくだろうと思います。
生駒：JSTのAステップ（研究成果最適展開支援プ
ログラム）というシーズ発掘プログラムでは、大学
の先生だけにお金が支給される仕組みになっている
ようですが、これについて説明していただけますか。
太和田：私もAステップは多用しています。企業
がつまずいた時に援助すると約束しておけば、1年
間に1000万円まで先生に支給されます。これを使
うのも1つの手だと思います。

生駒：中小企業はなかなか予算が取れません。Aス
テップを使うと、国のお金で先生方を支援すること
になるので、ぜひ活用したらよいのではないでしょ
うか。
太和田：なるほどと思える企業でないとだめで、
中小であっても光るものがあれば評価が高くなりま
す。
中許：情報を取りにいく姿勢が大事だと思います。
私共は公設研究機関ですが、産業技術連携推進協議
会という近畿地区の公的研究機関の集まりがあり、
その中で私はナノテク分科会の会長をしています。
ナノテク技術振興のため産総研（産業技術総合研究
所）関西センターとの共催で、2012 年 2月 9日に
千里ライフサイエンスセンターで次世代ナノフォー
ラムを開催します。著名な先生方に来ていただくと
共に、公設研究機関の持つナノ技術を紹介しますの
で、フォーラムに参加しヒューマンネットワークを
構築するのも1つの方策だと思います。当研究所で
も昨年秋にグリーンナノフォーラムを設置しました。
48社の企業会員と8つの大学研究グループに入っ
ていただき、当研究所のナノ関係研究員が参加して
のフォーラムを開催しています。もう1つの仕掛け
として先ごろ提案したのが、大阪市立工業研究所シ
ーズをHPで見ていただき、自社の技術開発を一緒
にしたいという提案を受けて、シーズ探索の研究を
することにしました。こんなことをきっかけに情報
網を広げることも大事ではないかと思います。
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●連携の組み合わせ、あり方とは

中村：私の経験から学と官だけでは商品化はできず、
商品化出来たのは企業と企業の連携でした。企業ト
ップの異業種が集まって、そこで決まれば、やるこ
とが早いのです。先ごろ開かれた勧業展で私は10
人程度の方と名刺交換したのですが、その後に5人
ほどが来社され、1カ月でプロジェクトを一緒にや
る話しまで進展しました。日本では、ベンチャー投
資の素地に乏しく、日本人にはDNAとしてのプロ
デュース力というか、纏めて行く気質がないようと
の事を聞きます。まずは企業企業で努力してみる。
異業種企業間で自らの範囲を守りながら誰かがプロ
デュースしていく。このようなやり方が早く商品化
できると思います。
生駒：産学官連携をしようとフレンドシップサロ
ンもスタートしたのですが、まずは産 -産をして、
折角だから学も交え、お金は官に出していただく。
それでよいということでしょうか。
中許：反論します。中村さんの主張は、企業とし
て本気にやろうということだと思います。私の経験
からすると、サプライヤー企業がユーザーにサンプ
ルを出しても、なかなかうまくいかない。その原因
を探るとユーザーがしたいことを明確にしない。サ
ンプルだけを取り寄せて、「これではアカン」と違
うものを求められる。返された側は、どうしたらよ
いのかと困り果てるということがあります。私共と
一緒にユーザーに出向き、いったい何をしたいのか
を言ってほしいと伝えると、全然マッチしない条件
でやるということでした。官や学を利用するのなら、
最終的に産-産でやるにせよ、機密保持協定（NDA）
を結んで最終目標に向かって手を携えることが重要
だと思います。

中村：まとめる人が必要だと思います。プロデュ
ースするのは官でも企業でもよいのですが、特許申
請までを面倒をみる人が関わり、独裁的というか信
念を持ったリーダーが必要で、その後に企業が付い
ていく。分からないことは学に聞くという形がよい
のではないでしょうか。
太和田：新しい技術分野では、やはり学に行かな
いとだめだと思います。
生駒：やはり先ほど触れたように、産 -産 -学 -官だ
と思います。産 -産だけでなく、学も官もきっちり
活用して未来の一歩を育んでいただきたいと思いま
す。

●知財問題

北村：アライアンスを組む場合、ニーズをばらす
ことは問題であり、権利への配慮を含め信頼関係が
大切だと思います。大学側は知財についてどんな配
慮をしていますか。
奥山：NDAを結ぶことが増えてきました。学生が
入ってきますから、そのあたりの配慮も必要かと思
います。やはり最後は信頼関係になると思います。
太和田：何をするにもNDAは必要ですが、できる
だけ早く出願することが大事ではないでしょうか。
私共の会社では口頭ですぐにやってくれる所にお願
いしています。私はカネカのエジソンと言われるく
らいの特許出願があり、これまで出願した420件の
うち、100件程度は電話による口頭で明細書を作っ
てもらいました。早ければ3日くらいで手続きがで
きました。価値がないと判断したら、取り下げたら
よいと思います。
生駒：知財戦略として、まずは出願がキーワード
ということですね。
中村：しかし出願料25万 -30 万円というのは、中
小企業にとって大きな負担です。1つの方法として、
LLP（有限責任事業組合）の中で勝負してみようと
考えています。仲間内で熟成し、プロト型試作品ま
では隠した中でお互いにつくり上げていき、その後
に出願したらよいと思っています。
中許：私共の研究開発では、ほとんどが企業との
共同出願です。共同出願したら論文発表をしてもよ
いだろうというのは問題だと思います。技術移転し
て企業の中で技術が根づき、試作品を作るといった
ステージを見極めながら、学会発表の段階でも中身
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のことを配慮したほうがよいと思います。

●会場からの意見・質問等

生駒：これまでの話を聞いて、会場からのご意見
はありますか。
会場（A）：大学の先生方をオブザーバーにして海
外視察に行くのもよいのではないでしょうか。外国
の状況を見聞し、自信を付けてから論文でオープン
にすることがよいと思います。
会場（B)：当社は粘着テープをつくっています。
仮説を立てて想像の中で実験を重ねていますが、物
質の分析の域まで入れず、かなりの時間を要します。
スピードアップが重要ではないかと思っています。
中許：技術的な課題があるなら、遠慮なく相談し
ていただきたいと思います。自身で推論を立てて進
めるのも1つの方法かもしれませんが、ざっくばら
んに相談していただけたら、こちらからの提案もし
ます。対応できない場合には他の公設の研究機関や

民間研究機関を紹介させていただきます。
奥山：接着の関係で最近注目されているのが、自
然界からのヒントです。カタツムリで汚れが取れる
とか、這い上がるイモリのファンデルワールス力な
ど、奥深いものがあります。自然界の驚異的なこと
とナノの世界とは関係性があり、接着へのアイデア
にもつながるのではないかと思います。
太和田：中小企業連携の集まりとして「シーズと
ニーズの会」という会があり、ずいぶん変わった会
社が入っています。そことコラボをしたら面白い情
報交換ができるのではないでしょうか。
北村：今回の企画は奥山先生、伊藤先生から講師
の方を紹介していただきました。ありがとうござい
ました。こうした形でニーズとシーズを結びつける
ためのトピックを、今後もフレンドシップサロンで
取り上げていきたいと思っています。本日はどうも
ありがとうございました。
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